
グリーンライブセンターの改修背景と施設概要

背 景

多摩市立グリーンライブセンターは、「多摩グリーンライ

ブ構想（平成元年5月、住宅・都市整備公団）」により構想

が打ち出され、その後「多摩市グリーンライブ計画」に基づ

いて建設が行われました。

「みどり豊かな快適なまちづくり」をめざし、都市の緑化

を推進していくためのみどりの拠点として、平成２年に開設

され32年が過ぎようとしています。

こうした中で、グリーンライブセンターが立地する多摩中

央公園においては、パルテノン多摩リニューアル工事や中央

図書館新築工事も進められています。これら周辺事業の集大

成として、多摩センター地区の賑わいの核となり、生まれ変

わる多摩ニュータウンの象徴となり得る本公園の改修工事を

実施し、公園という大きな受け皿を再整備することを計画し

ています。

グリーンライブセンターにおいても、施設の老朽化等が顕

在化しており、多摩中央公園とあわせて改修工事を実施し、

知識や情報を手に入れることができる「みどりの活動拠点」

機能を発揮するため、ガーデン部の整備の方向性を取りまと

めることとしました。

施設の概要

（１）グリーンライブセンター

位 置：東京都多摩市落合2-35（多摩中央公園内）

名 称：多摩市立グリーンライブセンター

開 園：平成２年４月２９日（みどりの日）

施設概要：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨）

平屋建て（一部２階建）

グリーンライブガーデン

鎮守の森

バックヤード

(改修対象外※１）

※１ 建物部はPark－PFI事業者にて改修整備

改修範囲



グリーンライブセンターのみどりに関する情報発信及び活動拠点

グリーンライブセンターとは

グリーンライブセンターは緑化推進の普及啓発に加え、みどり

に関する活動の活性化のため、人材育成やリーダー養成を始めと

して、みどりに関する様々な個人や団体間の情報交換を担ってい

ます。また、みどりとの遊び方、親しみ方、楽しみ方などを提案

するとともに、みどりについての知識や情報を提供しています。

一方で、グリーンライブセンターの管理運営については、今ま

での市の直営による管理運営方式から指定管理をはじめとした管

理手法への見直しが求められていました。こうした状況を受け、

平成 23 年４月 から「多摩市・恵泉女学園大学・多摩市グリー

ンボランティア連絡会（以下、多摩市 GV連絡会）」の三者連携

により、今まで以上に誰もが参加（利用）できるスペース、皆で

集い楽しい発見に出会える場所として、運営を再構築しました。

■多摩市

施設全般の管理、全体調整

■恵泉女学園大学

グリーンライブガーデン、ピラミッドギャラリー及び バック

ヤードの植栽等 の展示と管理、緑化相談及び指導等業務、講座及

び催し物に関する企画・立案及び運営管理、 園内ボランティア

の活動支援

■多摩市ＧＶ連絡会

市民のグリーンボランティア活動の促進を目指し、多摩市と協

働して多摩市グリーンボランティア講座及び催し物に関する企

画・立案及び運営業務、ボランティアグループの結成・活動の支

援及び人材育成、自然環境保全に関する知識の普及と啓発
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グリーンライブセンター（ガーデン部）現状と課題
全般

【現状】

・閉園時間は17時だが、イベント時は開園時間を延長する場合もある。

【問題点】

・エントランスの視認性等から、立ち寄りにくい施設となっており、認知度も低い。

・給排水設備の老朽化が顕在化し、一部陥没が発生している。

・水道の位置が利用性の観点からよくない。

・建築物は、中央公園全体の再整備計画を踏まえ、建蔽率等の条件を考慮して検討する必要

がある。

・既存の高木は、園芸作業のしやすさ、草花の生育環境(日当たり等)、植栽意図等の観点か

ら整理が必要である。

・サイン（標識）の老朽化が顕在化している。

野草園

【現状】

・ボランティアの協力を得ながら、

山野草等の日常管理を行っている。

【問題点】

・高木の整理が必要。

ベランダ部

【現状】

・機械を使う工作系の講座を実施している。

・床面(浸透木レンガ舗装)はGLCにてメンテナンス(木

レンガの交換等)している。

【問題点】

・講座時は一般利用者との動線を分けられるとよい。

・雨の当たる箇所にコケや腐朽が生じ滑りやすい。

エントランス広場

【現状】

・クスノキは駅前大通りとのつながりを感じられ

るシンボルツリーである。

・エントランス広場を使うイベント（こどもまつ

り、ハロウィン等）がある。

【問題点】

・駅方面からGLCへの誘導が課題。樹木がうっ

そうとしておりGLCの存在が気づかれにくい。

・クスノキは、大木となっておりグリーンボラン

ティアでの剪定作業には危険が伴う

バックヤード・管理用通路

【現状】

・通常は関係者のみ立入可のエリアだが、ガーデンツアーにおいては

バックヤード内も含めて案内している。

・スロープ部分には貴重な宿根草等を植栽したガーデンがある。

・竹林部分はグリーンボランティアが維持管理している。

・竹林の竹は工作の材料に使っているほか、地元保育園・自治会等か

ら要望があれば提供している(七夕、門松等に使う)。グリーンボラン

ティアがホダ木でシイタケを育てている。

・植栽する苗は育苗ハウスにて種から育てている。

・ガーデンを維持するための植物の仕込みや養生を行ったり、そのた

めの資材、道具、機械を置いている。

【問題点】

・作業小屋等、都度必要な施設を付け足しながらやってきたため、最

近は手狭さを感じる。

・ボランティアの管理が活発になったため、植物の仕込みや養生場所

が手狭になっている。

グリーンライブガーデン

【現状】

・グリーンライブガーデンは来場者から高い評価を受けている。

・基本的には利用者がゆっくりと過ごせる空間になっている。

・ボランティアの協力を得ながら、四季折々のさまざまな植物

に関して日常管理を行っている。

【問題点】

・来場者が天候に左右されることなくくつろげる空間が必要。

・カツラはグリーンボランティアが下枝の剪定しているが、大木

になっており、根上がりが生じている。

・ウッドデッキは頻繁に腐朽が見られ、維持管理コストが毎年か

かっている。

・ウッドデッキ端部の勾配がバリアフリー対応になっていない。

・パーゴラが四阿になり、建築確認申請が必要である。

・ボランティアの更衣室、ロッカー、昼食等をとる場所がない。



グリーンライブセンターの運営・展望

三者連携での運営・進展

多摩市立グリーンライブセンターは、平成23年４月から、市民が関わ

る「みどりの拠点」として、「花と緑のオアシス ～集い・憩い・学びの

拠点～」をキャッチフレーズに、みどりと水の保全に関わるボランティ

ア団体で構成された「多摩市グリーンボランティア連絡会」、園芸部門

に専門性を持つ「恵泉女学園大学」、そして当初からの運営者である

「多摩市」の三者が、それぞれの得意分野を活かしながら運営していま

す。

《空間の活用》としては、恵泉女学園大学がボランティアの協力を得な

がらグリーンライブガーデンで80種類の身近なバラや四季折々の植物

を栽培し、日常の管理を行っています。また、恵泉女学園大学と市が協

働して、市内の自治会や小中学校の花壇を管理する市民団体を応援する

ために、講座での指導やサポートを行っています。さらに、多摩市GV

連絡会はグリーンボランティア活動のサポートを行うともに、多摩市グ

リーンボランティア講座を多摩市と多摩グリーンボランティア森木会と

協働して実施し、グリーンライブセンターを中心に、みどりと水を愛す

る方々の「集い・憩いの拠点」として、交流の場となっています。

《企画・運営》においては、雑木林の保全活動を行うグリーンボラン

ティア育成の初級・中級講座の実施、恵泉女学園大学の公開講座として

バラやハーブの育て方と利用方法、市民企画による身近な木の実や花を

使ったクラフト講座など、市民向けの講座・イベントなど三者の特徴を

生かして実施し、みどりに関するさまざまな「学びの拠点」となってい

ます。

今後は、多摩市の「みどりの拠点」として、「集い・憩い・学び」の場

に、「多摩市みどりのルネッサンス」に沿って、市民や市民活動の「み

どりとの関わり」を実現する中心的な施設として、三者の連携により企

画運営を展開していきます。さらに、グリーンライブセンターでの学び

や技術等が市内へのみどりの普及につながるような仕組みを構築してい

きます。

「花と緑のオアシス ～集い・憩い・学びの拠点～」に「愛でるみどりから関

わるみどりへ」の活動拠点の機能を強化する。

① ガーデン・温室の植物の管理 おもてなしと憩いの場の提供

② グリーンライブセンター内のボランティア活動の充実

集い・学びの場の提供、関わるみどりの実現

③ 恵泉女学園大学の公開講座、市民のための市民企画の講座・イベントの

実施

④ みどりに関わる市民ボランティアの育成

⑤ 花とみどりの相談、みどりに関する情報の提供

⑥ みどりに関わる市民ボランティア活動のサポート

機能の強化

① 再オープンに備えた植物の養生と準備

② 市民が長年愛着をもって親しみ、さらに市民ボランティアと協働し関わっ

て作り上げてきた現グリーンライブガーデンを引き継ぐとともにさらにブ

ラッシュアップさせたガーデン作りの計画と準備

③ 市民企画講座・イベントを充実するための検討

④ 多摩市内のみどりに関する市民ボランティア活動の拠点づくりの強化

⑤ 三者連携の強化のため、三者一体となって再オープンに取り組む

再オープンに向けた取り組み

第20期初級講座第１回緑の探検隊第4回
クモの巣の不思議を探検してみよう！



グリーンライブセンター（ガーデン部）目指す姿と改修基本方針

第五次多摩市総合計画・第３期基本計画 目指すまちの姿６
『人・自然・地球 みんなで環境を大切にするまち』の実現」

グリーンライブセンターの役割・機能と目指す姿

グリーンライブ計画（平成2年策定）での
グリーンライブセンターの主な活動領域

遊ぶ楽しみ、つくる楽しみ、
守り育てる楽しみの伝達

企画展示・屋内展示・
屋外展示

相談・指導、談話、閲覧、
情報の収集・案内・発信、調
査研究

みどりや水・生き物など
を通じた「集い、憩い、
学び、交流する」場

「愛でるみどりから関わる
みどり」の推進

グリーンライブセンターが
果たす役割、機能

身近でありながらも来館者が憧れる空間

・地域に発信する身近な見本園

・みどりの中での憩いの場

・中央公園や周辺施設との関連から生まれ

る複合的価値のある居場所

グリーンライブセンター

の現在の運営
市・恵泉・GV連絡会がそれぞれの得意分野を

活かし、三者が連携して運営しています。

インフォメーション活動SDGsに関する主な取組み項目

みどりや水・生き物などの情報交流や
情報集積 ・ 情報活用の場

・学びの拠点

・知識の習得の場

・情報の交流拠点

・みどりと水についての学習

・活動情報の共有

地域のみどり作りが支援できる体制

・みどりの担い手育成

・ボランティア団体の組織の充実強化

・人材の発掘、確保

三者連携だからこそできること！

・市民（ボランティア団体、大学等）参加型による施設の管理、事業の運営

・みどりの講座によるまちのみどりの担い手の育成

三者での取り組みを市民自らの暮らしや地域での活動に生かす

グリーンライブセンター
のめざす姿

改修後には、三者の連携・協力をより充実させ、

市民のみどり活動に貢献します。

市民との連携・協力の拡大

・情報発信

・イベントの共同運営

・市民ニーズの把握

・講座実施での協力

恵泉
・ガーデン、温室の管理

・講座の開設・運営

・花とみどりの相談

・園芸ボランティア人材育成

GV連絡会
・緑地ボランティア人材育成

のためのグリーンボラン

ティア講座の実施

・自然環境保全の知識の普及

・地域の緑地保全活動の調整

・

市
・管理運営の全体調整

・施設（ハード管理）

・予算の管理執行

市民

市民市民

ディスプレイ活動プロモート活動

市民

市民市民

・園芸に関する技術や

運営の市民提供
・緑地の市民参加型

管理・活用の推進

・情報発信

・講座・事業の共同運営

・市民ニーズの把握

・CMA※への参画

・GLCでの人材育成による

地域のみどりのボランティア発展

三者連携の協力部分の拡大

恵泉
・ガーデン、温室の管理

・講座の開設・運営

・花とみどりの相談

・園芸ボランティア人材育成

GV連絡会
・GV講座の実施

・自然環境保全の知識の普及

・地域の緑地保全活動の調整

・緑地ボランティア人材育成

市
・管理運営の全体調整

・施設（ハード管理）

・予算の管理執行

みどりのボランティアの育成と市民協働の場として、

市民や市民活動の「みどりとの関わり」を推進する

施設として、グリーンライブセンターを活用してい

きます。

※CMAとは多摩市キャンパス・マネジメント・アソシエーションの略で、多摩センター地区の活性化に係る

施設の管理・運営者や近隣大学等の施設利用者が相互に連携・調整しながら、事業を実行・調整する組織。



グリーンライブセンター（ガーデン部）改修の基本的な考え方・基本方針

【改修の基本的な考え方】

◆「集い・憩い・学びの拠点」をコンセプトとし、市民の「みどり」との関わりや拠点機能の拡張・向上を目指す。

◆ 現バックヤードは従来の機能に加え、「みどり」と関わるための体験やボランティア活動のサポート、交流の場としての機能を創出する。

◆ 3つに区分した各エリアの機能・魅力を最大限発揮するため、エリア間の動線を確保し、回遊性を高める。

現バックヤード

• バックヤード機能の充実

• 学びの拠点として実習型講座の場

所の提供

• 「関わるみどり」「ライブ感」の

ある体験型エリアとして整備

• ボランティア活動のサポート機能、

交流の場の強化

現エントランス広場

• 存在感があり、入りやすい『エントラ

ンス広場』として整備

• 季節のイベントの開催場所

• 中央公園の入口としてのみどりの拠点

機能の案内

③ 魅力の向上

④ 施設更新

② 自然とのふれあい

⑤ 植物園としてのおもてなし

・GLCの認知度の向上

・市民ニーズの把握

・情報発信（SNS、展示等）の充実

・園芸の楽しさの伝達

・利用者の利便性向上

・メンテナンスの効率化

・老朽化対策

・ユニバーサルデザイン

・環境配慮

・四季折々の変化

・子どもの育成、学びと体験の場

・講座の充実

・見本園としての機能

・多言語化

・憩いの場

・身近な植物を暮らしの中に取り込む工夫の提案

・ボランティア団体の活動の支援・活動の充実

・バックヤードの機能発揮

・みどりの活動の情報集積

・中央公園内公共施設との連携強化

① 拠点機能の充実

改修基本方針

現グリーンライブガーデン他

• 身近な植物を使ったガーデンの見本園としての機

能を維持、拡充

• 植物に触れ、来館者が関わるみどりを実感する場

• 施設の老朽化対策やユニバーサルデザインに配慮

• 季節のイベントの開催場所

• 園内ボランティアの活動成果を見せる場所

• 市民参加型イベントも実施



温室

日陰棚

バックヤード

花壇

花壇

芝生ステージ 作業広場

ライブホール 温室

グリーンライブ
ガーデン

山野草園

グリーンライブセンター（ガーデン部）整備イメージ

・ボランティアだけでなく、一般市民も育苗の様子やファーム体験

ができる環境を整備

・三者及び市民の休憩場所（パーゴラ）を整備

・みどりの普及を目指したみどりに関わるエリアとして市民に開か

れた空間を創出

【改修基本方針】

②自然とのふれあい：「子どもの育成、学びと体験の場」

③魅力の向上：「園芸の楽しさの伝達」

⑤植物園としてのおもてなし：「憩いの場」

・管理用車両に対応した道路の設置。

・三者のみならず公園管理者や指定管理者等の利用も想定

・GLCとＧＶのボランティアサポーターもアクセスし易い環境整備

【改修基本方針】

①拠点機能の充実：「ボランティア団体の活動の支援・活動の充実」

「バックヤードの機能発揮」

・三者専用のバックヤードを設置。（規模に関しては継続協議）

・農業・園芸資機材など安全上の管理が必要なものを倉庫などに収納

・GLCとＧＶのボランティアサポーターの軽作業場

⇒ ボランティア活動の行いやすさ・安全と一般来訪者の安全の確保

【改修基本方針】

①拠点機能の充実：「ボランティア団体の活動の支援・活動の充実」

「バックヤードの機能発揮」

・ガーデンイベントや子ども達が憩える芝生ステージを設置

・芝生ステージは地面から４０㎝程度高くなっているが、車椅子でも行ける

様なだらかなスロープを現在ウッドデッキのある場所に設置

・ガーデンエリアとして、屋根や椅子を設置し、市民の憩いの場を提供

【改修基本方針】

②自然とのふれあい：「子どもの育成、学びと体験の場」「講座の充実」

④施設更新：「利用者の利便性向上」「メンテナンスの効率化」

「老朽化対策」「ユニバーサルデザイン」

⑤植物園としてのおもてなし：「憩いの場」

・だれもが公園を快適に利用できる動線と管理者に特化した動線を

整備し、状況に応じた活用や回遊性を向上

【改修基本方針】

②自然とのふれあい：「子どもの育成、学びと体験の場」

③魅力の向上：「園芸の楽しさの伝達」

④施設更新：「利用者の利便性向上」「ユニバーサルデザイン」
・活用の自由度が高い作業広場を設置

・作業場や講座等に利用ができる空間を創出

・障がいのある方やGV、恵泉など関わる方の駐車ス

ペースとしての活用も可能

・作業に必要な電源を確保

【改修基本方針】

①拠点機能の充実：「ボランティア団体の活動の支

援・活動の充実」「バック

ヤードの機能発揮」

②自然とのふれあい：「子どもの育成、学びと体験

の場」「講座の充実」

④施設更新：「利用者の利便性向上」「ユニバーサ

ルデザイン」

⑤植物園としてのおもてなし：「憩いの場」

・エントランスエリアとしての機能を検討

・存在感があり、入りやすい『エントランス広場』として整備

・キャラクターを使用したフォトスポットの設置の検討

⇒市の掲げる第５次総合計画における「シティーセールス」や「定住人口

の増加」、「多摩市らしいまちのイメージ」の実現

※ 中央公園改修とのバランスもふまえながら詳細検討を行っていく

【改修基本方針】

②自然とのふれあい：「子どもの育成、学びと体験の場」「講座の充実」

③魅力の向上：「GLCの認知度向上」

⑤植物園としてのおもてなし：「憩いの場」



グリーンライブセンター（ガーデン部）イメージパース



グリーンライブセンター（ガーデン部）今後の進め方

ガーデン部改修工事 建物部改修工事

基本計画・基本設計の説明会
（オープンハウス）

実施設計

実施設計の説明会

工事着手

事業者決定
（TAMAセントラルパークJV）

実施設計

実施設計の説明会

工事着手

連携・調和

一時休館・閉園（令和５年春頃）

完成（供用開始）

完成（令和７年１月 供用開始予定）

同時開催（予定）


